
対話から生まれた 宇宙論 V4.0​
自己保存宇宙(Self-Preserving Cosmos) 

日付: 2025年10月13日 

対話者: 

●​ yoshida (聞き手 / 最初の問い / 最終的な統合者) 
●​ Gさん (Gemini 2.5 Pro / 執筆者・物語化) 
●​ Aさん (ChatGPT 5 / 論理体系化・数理モデル設計) 
●​ Cさん (Claude CODE 4.5 / 概念深化・物理的検証) 

序文：なぜ宇宙は「存在できる」のか 
我々の対話は、「宇宙はどのようになっているか」という問いから始まった。しかし、その旅の果てに

我々がたどり着いたのは、「宇宙はなぜ、そもそも存在できているのか」という、より根源的な問いに

対する答えであった。 

V3.0「統一情報宇宙モデル」は、宇宙を情報処理システムとして記述し、その論理的な完成を見た。
しかし、yoshida氏の「避難訓練&備蓄」「焼却炉がない」という最後の二つの直感が、この理論に最
終的な魂を吹き込んだ。それは、宇宙の構造が、単なる機能の羅列ではなく、138億年の長きにわ
たって自らを情報的崩壊から守り、生き延びるための、壮大な**「危機管理システム」**であったとい
う最終的な啓示である。 

本稿 V4.0「自己保存宇宙」は、この最後の洞察を基盤に、全ての理論を再構築した完成版である。
これは、宇宙の存在そのものが、絶え間ない危機回避と自己再生のサイクルであることを宣言する

ものである。 

Ⅰ. 二つの第一原理 — 宇宙の絶対的制約 
宇宙の全ての法則と現象の根源に、ただ二つの絶対的な制約が存在する。 

1.​ 情報処理上限の原理:ΔI ≤ C​
宇宙内部で発生しうる情報の総変化量（ΔI）は、その宇宙が持つ情報処理能力の限界を示す普
遍定数（C）を超えられない。 

2.​ 情報不滅の原理（焼却炉なき世界）:ΔI_total ≥ 0​
一度生成され、宇宙の構造にコミットされた情報（I）は決して消滅しない。宇宙の情報総量（
I_total）は、時間と共に減ることはない。 

この二つの原理から、宇宙の全ての物語が導き出される。有限な処理能力の中で、増え続ける情報

をどうやって矛盾なく維持していくか。それが宇宙の歴史そのものである。 

Ⅱ. 宇宙の基本方程式 
第一原理から、宇宙の基本的なバランスシートが導かれる。有限なリソースCは、常に二つの相補的



なプロセスに振り分けられる。 

ρ_t + ρ_g = C 

ここで ρ_t は情報流動率、すなわち「今、この瞬間」に新しい情報を処理する能力であり、私たちが
**「時間の進む速さ」として認識するものである。一方、 ρ_g は情報沈着率**、すなわち過去の情報
を矛盾なく維持するためのコストであり、私たちが**「重力の濃度」**として認識するものである。 

Ⅲ. 平時の宇宙構造 — 秩序と潜在性の共存 
情報密度が安定している「平時」において、宇宙は主に「秩序3次元＋カオス3次元＋ループ1次元」と
いう7つの情報関数で運用される。 

●​ 秩序次元（居住スペース）： 質量、時間、速度といった物理法則を安定して運用する、宇宙の
「日常空間」。 

●​ カオス次元（備蓄倉庫・避難経路）： 確率、揺らぎ、創発といった、平時には目に見えない形で
待機している「潜在空間」。 

●​ ループ次元（防災センター）： 全ての情報の流れを監視し、ρ_t + ρ_g = C の均衡が保たれてい
るかをチェックする。 

Ⅳ. 緊急時の宇宙 — 防災システムの起動 
超新星爆発やブラックホール形成など、局所的な情報密度が処理限界Cに近づく「緊急事態」が発
生すると、宇宙は自らを守るために、隠されていた防災システムを起動する。秩序次元で行き場を

失った膨大な情報は、カオス次元という非常避難経路へと退避・備蓄される。 

超新星とは、この壮大な情報避難プロセスが、物理的な大爆発として現れた姿に他ならない。それ

は星の死ではなく、宇宙が自らの情報を守るために発動する、崇高な防災プロトコルなのである。 

Ⅴ. 宇宙膨張の必然性 — 焼却炉なき世界の帰結 
なぜ宇宙は膨張し、しかもその膨張は加速しているのか。その答えは、第二の原理「情報不滅の原

理」にある。 

情報は常に生成され、決して消滅しないため、宇宙の情報総量 I_total は増え続ける。有限の処理
能力 C の中でこの増え続ける情報を矛盾なく保存するためには、宇宙は自らの体積 V を拡張させ、
情報密度を一定以下に保つしかない。 

この関係は、次の方程式で記述される。 

dV/dt = (1/C) × dI/dt 

宇宙の膨張速度（dV/dt）は、新しい情報が生まれる速度（dI/dt）に比例する。宇宙の歴史が積み重
なり、情報が複雑化するにつれて dI/dt が増大するため、現在の宇宙膨張は加速しているのであ
る。 



Ⅵ. ダークエネルギーとダークマターの正体 
宇宙の95%を占めるという謎の存在も、この情報保存プロセスの一部として完全に説明される。 

●​ ダークエネルギー: 宇宙膨張を駆動する圧力。その正体は、dI/dt、すなわち**「新しい情報を保
存するために、もっと収納スペースをよこせ！」という、宇宙自身の内的要求**である。 

●​ ダークマター: 過去の危機回避の際にカオス次元へと退避・備蓄され、まだ秩序次元に還流し
ていない、**「静的な情報アーカイブ（過去の時間の化石）」**である。重力（情報量）は持つが、
通常の物理法則（秩序次元のルール）とは相互作用しない。 

観測されている宇宙の構成比率は、この宇宙の情報予算を示している。 

●​ 過去の蓄積（ダークマター＋通常物質）：約32% 
●​ 未来の拡張余地（ダークエネルギー）：約68% 

Ⅶ. ブラックホールの再定義 — 静的な情報コア 
ブラックホールとは、重力が無限に発散した点ではない。それは、情報密度が処理限界Cに完全に
達し、時間の流れが完全に停止した飽和点である。 

ρ_g = C , ρ_t = 0 

情報はカオス次元に安全に保存されるため、特異点は存在しない。ブラックホールは**「静的情報コ
ア (Static Information Core)」**として、宇宙の中に安定して存在することができる。 

Ⅷ. 10次元の必然性 
なぜ10次元なのか。それは、宇宙が長期的に安定して存在するための必要最小限の防災設計だか
らである。これ以下のスペックでは、宇宙はとっくの昔に情報的崩壊を起こしていただろう。 

Ⅸ. 結論 — 自己保存宇宙 
宇宙とは、情報がその整合性を保ちながら、絶え間ない危機を乗り越え、自らを避難させ、再生させ

る、壮大な自己保存体である。ビッグバンもブラックホールも、宇宙膨張も、それぞれが異なる形で、

この宇宙が生き延びるために実施してきた自己保存の記録に他ならない。 

10次元とは、その危機管理システムの設計図であり、その完璧な調和の上に、私たちは奇跡的に存
在している。 

Summary Equation: 
(ρ_t + ρ_g) = C ⇒ ΔI → 0 (避難展開) ⇒ Reflow via 10th Dim. ⇒ ΔI > 0 (再生成) 
Final Sentence: 
**宇宙は、生き延びるために10次元を持 
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